
『西南アジア研究』No．72，2010

新出土のガンダーラ浮彫図

　　　一一一角仙人一一

小　谷仲　男

は　じ　め　に

　2006年3月，東京在住のあるコレクターからガンダーラ彫刻のカラー写真一枚が送られ

てきた。そこに描かれている話の内容を知りたいという問い合わせであった。確かに物語叙

述的な浮彫図であるが，私にははじめてみる構図で，これまでに出版されたどの図録にも見

当たらないものであった。彫刻の大きさは長さ63cm，高さ16　cm，奥行き5～6cmと測

定されており，写翼からみても，ガンダー彫刻に特有な青灰色の緑泥片岩に浮彫りされた，

すぐれた作品の部類であることがわかる〔図1－2〕。向かって左端が破損しているが，ほか

の部分はよく保存されている。下端をくり型の台座（モールディング）にし，浮彫の上端を

曲面状にして上枠に接触させる手法，および横長で高16cmという形状は，この浮彫がも

と建造物の階段蹴込にはめ込まれていたことを示す。破損した左端にはなお数cmの浮彫図

が連続していたとおもわれる。ばあいによっては，さらに別石をつぎたして，物語の続きを

浮彫していた可能性もある。

　向かって浮彫の左端には鞍をつけたゾウが左に頭を向けて待機し，右端には草庵が見える。

草庵の前方に小さな祭火壇が置かれ，内に男が腰かけ，森に住む隠者とその草庵といった情

景である。隠者の前に女性が立ち，なにか会話しているらしく見え，その左にも男女一対の

回船が三度くりかえされて，先ほどのゾウの姿に連続する。
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図1　一角仙人図　ガンダーラ出土　高さ16　cm　国外個人蔵（小谷作図）
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　最初，私が新出の浮彫図を見たとき，そのテーマがヴィシュヴァンタラ太子の物語（本生

話）ではないかと思った。現在，大英博物館にはジャマルガリ遺跡出土のヴィシュヴァンタ

ラ本生図が所蔵されている［Zwalf　1996：plate　nos．137，138，139］。浮彫板はジャマルガリ

遺跡の主登院に上る階段の蹴込部分にはめ込まれて見つかったものである（1873年）。浮彫

の形態表現手法は今圏の浮彫とほとんど同じである。主人公のヴィシュヴァンタラ太子は

布施の心が厚く，敵国から派遣された：隠密にさえ，乞われるままに国の宝とするゾウを与え

てしまう［Zwalf　1996：no．137］。国王はついに太子を勘当し，太子と妻は男女二人の子供

をつれて都から遠く離れた山間に隠棲することになる。山へ向かう途中，乞食に求められる

と馬車を，ついでウマを与え，最後には子供を背負って山に入る［Zwalf　1996：no．138］。

山中に草庵を作り，草木の実や根をたべ，隠者として生活を送る。そこへまた乞食が現れ，

子供を召使にしたいと乞うと，太子は承諾し，子供たちは連れ出されていく。母親は木の実

を採りに外出中で，ライオンに道をふさがれ，帰ることができない。［Zwalf　1996；rlo．139］。

その本生図にはゾウ，草庵太子夫妻，男女子供など描かれており，今回の浮彫に対しても

まずこの物語を思い浮かべたのである。

　その後，機会をみつけて当時，東京に所蔵されていた彫刻の現物を拝見した（その後，国

外の個人コレクターに所蔵が移ったと聞く）。はじめ，太子夫妻と子供たちと思っていたの

は誤りであることが即座に判明した。4組の男女はみな同一男女の異なる場面のようで，予

想はもろくも崩れた。もう少し鮮明な写真を送ってもらう約束で，絵解きを宿題にして帰っ

た。まもなく，より鮮明な写真が送られてきた。その中に部分の拡大写真もあり，それらを

見ているうちに大切なことに気づいた。右から二番目の場面である。男女が水槽のようなも

のの中にはいり，向かい合っている。ヴィシュヴァンタラ太子の物語の中で，子供たちは乞

食に連れて行かれそうになると，「草庵の後ろに逃げ，……あちこち走りまわったすえ，四

方形の蓮池の……水のなかに入り，建の葉を頭の上において，水に身をかくした」こ『ジャー

タカ全集』10：213〕に相当するシーンかと私が最初に考えたものであった。しかし，その

場面の写真を見て，男性の頭の上に一一tsの角が生えているのに気がついた。そういえば，他

の場面の男性にも角がある。これはまぎれもなく一一角誰人の物語である。はじめてみる構図

である。

1　「一角仙人」の浮彫図

　一角他人の物語は日本でも古くから知られている。とりわけ有名なのは，『今昔物語』天

竺篇，巻五に収録された「一角仙人，女人を背負わされ，山から王城に来る話」である。

　そしてヂー角仙人」図もすでにガンダーラ彫刻の中に検出されていた。それはカルカッタ

博物館に所蔵されているガンダーラ彫刻である（図3）。ただ，一角仙人の誕生の経緯のみ

を描くものである。パーリ語「ジャータカ全集」No．523話「アランブサー天女の言刮によ
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図3　一角仙人図　ガンダーラ出土　高さ17．5cm
　　カルカッタ博物館（写真：小谷撮影）

図4　一角仙人図　バールフット

　　径52cm　　カルカッタ博物館
　　（写真：小谷撮影）

ると，森で苦行中の仙人が小便の際に

精液を漏らし，それを雌鹿がなめて妊

娠し，男の子を産み落とす。仙人は自

分の子であると知って，育てることに

なる。その子の額には角が生えてお

り，そのため鹿角（リシュヤシュリン

ガrs：yα6勉gα）あるいは一角（エカ

シュリンガekaSrngα＝unicorn）と

呼ばれたという。話の展開としては，

この一角仙人が父の死後，激しい苦行

を続け，そのため天上のインドラ神の

玉座が揺れ動いた。恐れたインドラ神

は天女アランブサーを派遣して，かれの戒を破るこ

とに成功したという内容で，誘惑の場面はさほど詳

しく描かれていない。

　なお，カルカッタ博物館蔵ガンダーラ浮彫の原形

はすでに古代初期インド美術のバールフット（図

4）やサーンチー　［Marshall＆Foucher　1940：

225；plate　27］の遺品に見ることができる。しかし

やはり話の後半（誘惑場面）は表現されず，一角仙

人の誕生シーンが中心である。これらの作品の製作

は紀元前1～2世紀頃であり，現存の文献資料（テ

キスト）のどれよりも古く，しかもバールフットの

浮彫図には観s伽g砂αブ伽読α㎜（イシシンガ＝鹿角

本生）と題銘が刻まれている［Barua　1934－7：II，

145；　plate　no．　131］o

　パーリ語「ジャータカ全集」にはもう一種の一角

仙人の話がある。No．526「ナリニカー王女の話」

である。ジャータカの編者は「先のアランブサー天女の話の中ですでに話したような次第で，

父仙人によって一匹の雌鹿が妊娠して子供を生んだ」と記し，一角仙人の誕生の経緯につい

ては省略する。むしろ一角仙人の誘惑が話のハイライトとなる。はたしてこの説話で私たち

の浮彫図がうまく絵解きできるであろうか。話の展開として，天上のインドラ（サッカ）神

が一角仙人の激しい苦行のために，自分の地位が危うくなることを恐れたことは同じである

が，天女を派遣するのではなく，まず雨を降らせなくし，カーシ国（ヴァラーナシー）に旱

越を引き起こす。そうしておいて旱魅に困っているカーシ国の王に対し，旱魑の原因はヒマ
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ラや山地で苦行するイシシンガ（一角仙人）のせいであり，かれが天を恨んで雨を降らせな

くしている。かれの苦行を破ることができれば雨が降る。それができるのは王女ナリニカー

であると告げる。国王は王女ナリ＝カーを呼んで話しかけた（斜体字部分が韻文，『ジャー

タカ全集』8：60－62，片山一良訳より）。

　　さあ，ナグニカー　行＝っτまいiz　　あのバラモンを　とクご～ごぜい

　　蒙，馬，車，　そしτまた　　歩兵を遵れτ1テけ，一f女

　　ぞちならきっと　」美貌～こよっτ　　，か4Zをζ弄ゆ～ご　4ぞめるだろう

ナリニカーは一角伯人の住む森へと出かけていく。草庵の前にたどり着くと，かの女はボー

ルをついて遊び，一角仙人の気を引こうとする。

　　かの女ぱまクで戯…？z遊：ぶ　　、女体の鷹ぎれた　齪分また

　　露わな部分を　．穏ぜながら

すると一角仙人は草庵から出てきて話しかける。

　　おいこれ，島ぐに　投ゲτももどク　　そなたを捨ττ　デテぐごとがない

　　そのよづ～こなる　契多iぎをつげた　　 その覆〆の名立7～ま　何という

ボールを樹の実と間違うほどナイーヴで，そもそも女性をかって見たことがない。詳細は

ジャータカ本文を読んでいただくとして　［1907年の英語訳は伏せ字にする！Cowell　l907：

V，102　一3］，一角伯人はやすやすとだまされて性行為に及ぶ。仙人の戒は破られ，神通力

が消え失せる。二，三度と交わりを重ねて疲れはてると，かれらは庵を出て湖へおりていき，

水浴をする。疲れが取れると，帰ってきて草庵のなかに腰かける。経典（散文テキスト）は，

王女はそのうち一角仙人の父仙人が帰ってきて，嵌められるのを恐れ，若者が引き止めるの

を振り切って急いで立ち去るとする。

　浮彫図をみると，右端の第1場面はナリニカー王女と一角仙人の出会い，次の第2場面は

水浴の情景。しかし湖水ではなく，方形の枠で囲われた水槽のように表現され，テキストと

はくい違う。庵で腰かけるのは第3場面である。つぎの第4の場面，私は最初，男性が女性

の肩をつかんで引きとめようとしていると見ていたが，鮮明になった写真を見ると，それは

逆であり，女性が若者の上衣の端を左手でつかんで，いっしょに森を出ようと誘っているよ

うである。この点もパーリ語経典（散文）の記述とは棺違する。経典では一人取り残された

一角仙人に対して，父仙人は次のように諭す。あれは森を俳齢する鬼であり，苦行者の威力

を滅ぼしてしまうものであるから，くれぐれも気をつけるようにと。そこで若者も気を取り

直し，また修行に励んだと物語は結ばれる。

　パーリ語経典の「ジャータカ全集」は韻文の詩句とその散文による説明とで構成されてい

る。一般に韻文部分が最初に成立し，古いものとされる。先に引用した韻文「あのバラモン

をとりこにせい」と翻訳されていたものが，仙人を王宮にまで連れてくるという意味である

ならば，古いテキストでは一角仙人がナリニカー王女に連れられて王宮に来るという筋書き

であったかもしれない。『今昔物語』がそうであり，今園の浮彫図もそのようなテキストに
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基づいた可能性があるといえる。

H　「一角仙人」のテキスト

　ではもっと浮彫図にぴったりする経典が晃つかるであろうか。当時，ガンダーラ地方では

ガンダーラ語（中世インド語西北方言）で語られ，カorシュティ文字で記された仏教経典が

存在した。初期の漢訳経典（古訓，旧訳）はそれらから翻訳されたものが多くあったと推定

される。今のところ，一角仙人物語については，漢訳経典から三種（三系統）を探すことが

できる。そのひとつは仏陀践陀羅・法顕共訳『摩詞僧法律』に引用されているものである

［大正大蔵経22：232　b～233a3。これはパーり語「ジャータカ全集」No．523話に対応する

もので，一角愚人の誕生を詳しく語り，天女の阿藍浮（アランブサー）の誘惑については

『生経』中に説くがごとしといい，省略している。現存の漢訳『生経』には残念ながら一角

仙人の説話は存在しない。もしこのガンダーラ版『生経』が残っておれば，それが私たちの

浮彫図のテキストにふさわしいものであったかもしれない。

　他の二種の漢訳経典は一一角仙人の誕生から誘惑，そして結末までをまんべんなく語ってい

る。まず，義浄訳『根本9k一・・切有部毘奈耶破僧事』巻12［大正大蔵経24：161　a～c］は，

一一p仙人が雌鹿から生まれ，父仙人に育てられたこと，父が死んだあとも修行を続けたこと，

ある目，雨でぬかるんだ道を歩いているうちに滑って転び，天を恨み，睨力によって雨を降

らさなくしたこと，それが原因で皐越を招いたことなどが語られる。そして仙人の誘惑には

宮廷女のシャーンター（寂静）がえらばれ，首毘よく任務を梁たし，とたんに雨が降り，女

は神通力を失った伯人を王宮へ連れ帰ることになった。話は簡略で，誘惑の場面は「共行非

法（ともに非法のことを行う）」とだけあり，水浴に触れず，交通手段は草庵に擬i装した船

を使用し，ゾウが登場することはない。

　もうひとつの経典は鳩摩羅什訳f大智度論』巻17［大正大蔵経25：183a～c］である。

一角仙人の誕生，ぬかるみに足を滑らせ，天を恨んで雨を降らせなくすることは上述の経典

とほとんど変わらない。一角仙人のもとに派遣される女は扇凧（シャーンター）で，この場

合は娼婦（婬女）である。誘惑して「可共操洗（ともに燥洗を行うべし）」といい，浴槽で

婬事を遂げるというふうに表現がされている。私たちの浮彫の第2場面の水浴の情景を解釈

するには適切なテキストに思える。しかし交通手段として車，鹿車があげられ，ゾウは登場

せず，必ずしも函像と一致するわけではない。婬事を行う場所が女たちの擬装した草庵の中

というのは，木の実がたわわになっている浮彫図の場面をよく説明することになるかもしれ

ない。ガンダーラ版「一角仙人」のテキストに比較的近い系列であるといえる。神通力を

失っt：　一一角仙人は扇陀（シャーンター）を背負ってヴァラーナシーの王竃までつれて来られ

るという結末は『今昔物語』と同じであり，その原型と晃なされている。

　一一応，私たちの浮彫図と現存仏典テキストの照合はこれで終わることになるが，一角伯人
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の物語は仏教以外の文献にも引用，挿入されている。有名なものでは「マハーバーラタ」第

3巻や『ラーマーヤナ」第1巻である（舞台は中インド，アンが国チャンバーの北）。それ

らを含めて伝承の歴史や話の原型がどうであったかなど，19世紀の末のH．LUdersの研究

から今日に至るまで，探究の対象とされているが，十分明確になったとはいえない。この点

については，さいごにもう一度ふれることにする。

皿　マトゥラーの「一角仙人」図

　一角仙人物語の文献について，ある時期，一角仙人の誕生を詳しく述べるものと，誘惑の

場面を詳しく語るものとの二種の伝承が並行していたことを指摘した。ガンダーラ彫刻の一

角仙人図に二種存在することもそのことを反映しているのかもしれない。一方，インド本土

でもクシャン朝時代のマトゥラー彫刻になると，もっと露骨に誘惑の場面を表現する浮彫作

品が出現する。以下にそれを紹介しょう。

　第1はゴーヴィンドナガル出土の作品，仏塔をめぐる欄楯（柵）の石柱内側に浮彫された

ものである。最上段はブッダのターバン礼拝図，次は雌鹿が仙人の精液を水とともに飲むと

場面，その下，一角仙人の誕生，最下段は誘惑，ただし一角仙人が女性から媚薬を入れた菓

子を受ける情景でのみで終わる。傍らに立つ背の高い男性は事の成り行きを見守るインドラ

神であろうか［Sharma　1995：plate　28；Schlingloff　1987：fig．2］。

　第2はブーテーサル出土の欄楯柱浮彫である。上

から順に女たちが船で一角仙人の住処近くまで行く

情景，次が女と仙人が並んで岩の上で修行する場面。

最下段は性行為の場面であるが，破損が著しい

［『世界美術大全集』インド（1）：fig．81；schling－

loff　1987：fig．　3］o

　第3はカンカーリ・ディーラー出土で塔門石柱に

浮き彫りされたものである。両側面に4場面が浮彫

されている。細かな比定は省くが，そのひとつに性

行為の場面があり，男性の額に角が一本見えるので，

一角仙人が誘惑される場面であることには間違いな

い［図5；『世界美術大全集」インド（1）：fig．291］。

　以上はみなマトゥラー地域の作品で，地元産の白

い斑点のある赤色砂岩を使用して彫刻されている。

最後のカンカーリ・ディーラーの作品は，仏教遺跡

からではなく，ジャイナ教寺院に存在したもので

あった。図像の上方にブラーフミー文字の刻文があ

図5　一角仙人図　カンカーリ・
　　ディーラー　幅23．5・cm　ラク
　　ナウ博物館（写真：小谷撮影）
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り，次のように記す［Smith　l901：29，　plate　xxviii］。

　　阿羅漢たちに敬礼たてまつる。沙門の女弟子バラハスティニー　（Balahastini）によっ

　　て門柱（torampa）が寄進された。両親および義父母とともに。

それがジャイナ教徒の女性の寄進した門柱であることがわかるが，一一角仙人の図を描くこと

もかの女の注文であったかは判断できない。

　なぜこのような露骨な場面が寺院の荘厳になされたのであろうか。そのうえ，これらのマ

トゥラーの海面柱の外側には美しい裸体の女性像が彫刻されている。その足もとには邪鬼が

踏まえられているので，女性像はみなヤクシー女神で守護神であるが，豊満なバストとヒッ

プはとても魅力的で，インド彫刻の中でも迫力のある彫刻になっている。出家者には刺激が

大きすぎるかも知れないとおもう。私はながらくそれがインド風土の持つおおらかさのせい

だと感じていたが，今この一角仙人の図像学を学びながら，もっと深い意味があるのではな

いかと考えはじめた。男性的原理と女性的原理の調和の重要さを私たちに伝えているのでは

ないかと。仏教の厳しい修行はいかにも男性的で，やさしさの女性原理は時には修行の邪魔

になる。しかし女性要素を欠いては世界が成りたたないことも事実で，どこかでバランスを

とることが必要である。一角仙人の説話もこのふたつの原理を際立たせ，その上で調和の大

切さを教訓的に，かっ文学雛豊かに語り伝えるもののように思う。

　また，マトゥラーの美術とガンダーラ美術を比較してみると，ガンダーラ美術にはあのマ

トゥラーの官能性が明らかに少なくなっている。ガンダーラ美術はギリシア・or・一マ美術に

モデルを持っているとはいえ，キリスト教美術と岡様に次第に禁欲的となり，中世的な宗教

美術様式に向かいっっある。もうひとつ考えられる要素は，宗教と商業の栄えた都市マトゥ

ラーという土地柄の特異性，ある種の開放的雰囲気が反映しているともいえる。『根本説一

切有部砂石耶薬事』巻io［大正大蔵経24：43・b］を読んでいるときに，マトゥラーに関し

て仏教徒のあいだにつぎのような評判があるのを知った。

　　ブッダがマトゥラーの城に入ったとき，マトゥラーの星宿女神は次のように考えた。

　　ゴータマ沙門がもしこの城に入れば，私の節日（祭日）にさしさわりが出るだろう。た

　　くらみをして追い返そうと考え，ブッダの眼前に素っ裸で立った。ブッダは女神に対し，

　　「女人の身体はかりに美しく着飾っても，なお端正とはいえぬ。いわんや裸では！（女

　　人之体，再診華服，猶不麿政。何玉露形。）」と告げた。天女はその言葉を聞きおえると，

　　葱塊に堪えず，姿をくらました。

　ついでブッダはマトゥラーの五霞を挙げる。1）土地の不平，2）荊棘が多い，3）瓦石

に満ちている，4）人民の独食（おいしいものを独り占めする），5）女人の多さである。

女人が多いとは，マトゥラー彫刻に見るようななまめかしい美人が多かったせいであろうか。

このマトゥラーと比較して，ガンダーラという土地柄とガンダーラ仏教の特色が少し判かっ

てきたような気がする。さらに付け加えて言えば，ガンダーラにはシカから誕生する一角仙

人の浮彫図が，先に例示したカルカッタ博物館所蔵のほかにも，二，三点発兇されている



薪出土のガンダーラ浮彫図 31

〔栗田功2003：1工一854，870］。しかし今回の新出浮彫図のような構閣は今のところ唯一の存

在であり，今後も見つかる可能性は少ないと思う。つまり，あのようなギリシア・ローマ美

術の影響を強く残した自由，写実的表現の作品が，その後のガンダーラ彫刻手法の土着化，

禁欲的な雰囲気の進行する中で次第に出現しにくくなったと考えられる。それゆえ今宮のよ

うな一角仙人の彫刻は極めて珍しい，希少価値の作晶であると言えよう。

　西暦630無ころ，ガンダーラを通過してインドに向かった玄爽三蔵は，ガンダーラ圏の践

虜沙城（現在のシャハバズガリ村）で，この地方に「一角イ山人居所」の伝承があることを記

述する。

　　昔独話仙人所一畳処。仙人為婬女誘乱，退失神通。婬女走出其肩而還城邑。（そこは昔，

　　三角仙人が居住した処である。仙人は娼婦に誘惑されて神通力を失い，娼婦は仙入の肩

　　に跨って，城内へ帰還した。〔『大唐西域記』巻2］

　ガンダーラ仏教の隆盛に伴ってブッダの聖地，聖遺物，そして多くのジャータカ（本生

話）の舞台がインド内地からガンダーラへ移転されてきており，今回発見のガンダーラ彫刻

「一角仙人」醐も本生処のガンダーラ移転とあわせ，貴重な研究資料となる。

お　わ　り　に

　この小論文の内容については，金沢大学において主催された第圭3回ヘレニズム～イス

ラーム考古学研究会（2006年10月21－22日）ではじめて口頭発表した。それは年度末の

悶研究会会報のなかで印刷公表されたが，要旨のみで，発表の際にスライドで提示した写真

は愈まれていない。翌年2007年初めに，国際学会South　Asian　Archaeologyで顔なじみ

のMonika　Zinさんから彼女の先生であるD．　Schlぬgloff教授の80歳祝賀記念論文集に寄

稿を依頼されたので，その内容を英文に書き改め，Anarrative　stone　relief　from　Gandh－

ara：The　story　of　the　Unicorn　Saintのタイトルで献呈論文とした（2008年3月発送）。

当時…，論文提出嘉島が2008年3月末，記念論文集の刊行が2008年末と予定されていた。し

かし今のところ種々の事情で遅れているらしく，出版のスケジュールが届いておらず，正確

な刊行時期は不明である。そうしたところに『西南アジア研究』編集部から寄稿の誘いが

あったので，日本文でのこの小論を発表させていただくことにした。

　本文の内容は英文で書いたものとほとんど大差はないが，　ドイツのMonika　Zinさんの

もとに英文原稿を送付した後，Sch玉ingloff教授から献呈論文に対する礼状と読後感を記し

た私信をいただいた（2008年9月）。そのコメントのなかで，一番印象的なのは，Schling－

loff教授が新出ガンダーラ浮彫図の第4場面（ゾウの手前の男女像）に注目したことである。

「最初，私は男性が女性の肩をつかんで引きとめようとしていると見ていたが，鮮明になっ

た写真を見ると，それは逆であり，女性が若者の上衣の端を左手でつかんで，いっしょに森

を出ようと誘っているようである」と私が判読した場面である。その解釈に対して教授は予
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想以上の関心を示した。私自身も本文のなかで述べたように，パーリ語の韻文ジャータカ

（昭zs6癬α々α）とそれを敷術した説明散文（餌osθ駕硫α）との闘に内容の相違があること

に気づいた。散文ジャータカでは，王女ナリ＝カーが一角仙人の父親が帰ってきて，自分の

正体を暴露するのを恐れ，若者が引き留めるのを振り切って帰ってしまった。ひとり取り残

された若者は，父親仙人から「あれは森を排記し，修行を邪魔する鬼である」と諭され，気

を取り直してまた修行に励んだと物語を結んでおり，一角仙人がナリニカーによって王気に

まで連れてこられる筋書きではなかった。その点，韻文で国王がナリニカーに「あのバラモ

ンをとりこにせい（bring　the　brahmin　tO　me）」と命じた表現とは異なる。つまり新出の

ガンダーラー角仙人図はパーリ語ドジャータカ全集」に愈まれる二二というべき韻文のほう

によく合致するのである。Schlingloff教授は手紙のなかで次のように表現された。　A11　ear－

1ier　researches　on　the　unicom　story　are　superseded　by　this　fragment．このガンダーラ

浮彫図に対する最大の賛辞であり，私もうれしくおもう。

　私がこの小論（英文）をSchlingloff教授に献呈したいと考えたのは，教授の研究業績に

接し，以前から教授が一角仙人の説話に関心を持っていると感じていたからである。Schli一

山gloff教授は1987年にStudies　in　the．Aブanta　paintings　6i　lill抗し，その第16章を「インド

説話一角仙人の起源と伝播（The　unicorn，　origins　and　migrations　of　an　lndian　legend）」

にあてた。主題はアジャンタ壁画のひとつを一角仙人説話に岡記するこころみであったが，

その中で一角仙人説話の起源について詳細に考察し，最古の形は古代メソポタミア文明の

「エンキドゥとギルガメシュの物語」にまでさかのぼるという考えを示した。その物語のな

かには，森のなかの野性人間であるエンキドゥが登場し，ウルクの国王ギルガメシュは娼婦

に命じてかれを懐柔し，ウルクの都へ連れてこさせるという話がある。私は1977－80年に

イラクのハムリ・ダム水没遺跡の発掘に従事し，古代メソポタミア文明の奥深さを感じてい

たので，その考えには共鳴したい。野性と文明という人間の文明史上はじめて遭遇した間題

が，そのような説話を生み出し，語り継がれたのであろう。したがって起源も古く，伝播の

範麗も広い。

　しかしSch1恥g1Gff教授は2000年に，あらたに3巻からなるAjαntaを出版し，先にア

ジャンタ壁画（第XV王窟）のひとつを「一角仙人」説話に比定した前説を撤去した。それ

は「大猿王本生観α舷々⑫行αオ盈α」に連続する部分であったと訂正した。［Schlingloff

2000：1，142］。その誤解の原因は壁画の損傷と不鮮明さにあり，またそれを最初に書き起こ

し図にした先行研究者が，男性を女性にみまちがえて描いていたからであったという。した

がって，現在ではアジャンタ壁画に「一角仙人説話」図は存在しないことになった。最後に

Sch1ぬgloff教授の長寿とこ｛建康を祈念してこの日本文の稿を閉じたい。
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